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・課 題 ︓日本では急速な高齢化と介護人材不足により、現場の負担増と転倒事故リスクが深刻化して
いる。既存の見守り機器は各種あるが、効果は限定的である。

・解決策︓最新のミリ波センサーにてバイタルや体動をセンシング、AIによる学習及び判定により、利用者の
行動を予測することによって事故を未然に防ぐシステムを開発する。

離床予測機能

覚醒・体動のパターンや時間・方向
などを解析し離床行動をAIで予測

ベッドからの離床行動予報を
スタッフへ通知、かけつけるこ
とで患者の安心安全を提供


